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(57)【要約】
【課題】本発明の目的は、複数の液晶表示パネルを配列
した大型の液晶表示装置において、パネル間の継目に生
じる非表示領域の幅を狭めることである。
【解決手段】　カラーフィルタ基板とアレイ基板との間
に液晶層を挟持した液晶表示パネルを複数配列するよう
に構成された液晶表示装置であり、各液晶表示パネルは
、画像を表示する表示領域と、この表示領域の外側に配
置された画像を表示しない額縁領域とを有している。そ
して、少なくとも隣接する液晶表示パネルが存在する額
縁領域が液晶表示パネル全体の厚みの２分の１以下にな
るように薄型化されており、互いに隣接する液晶表示パ
ネル基板がアレイ基板とカラーフィルタ基板とが反転す
るように配置され、かつ、薄型化された額縁領域がオー
バーラップするように配置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラーフィルタ基板と、
前記カラーフィルタ基板との間に液晶層を挟持するように配置されたアレイ基板と、
を備えた液晶表示パネルを複数配列してなる液晶表示装置であって、
前記液晶表示パネルのそれぞれは、画像を表示する表示領域と、
この表示領域の外側に配置された画像を表示しない額縁領域とを有し、
前記額縁領域のうち少なくとも隣接する液晶表示パネルが存在する額縁領域が
液晶パネル基板全体の厚みの２分の１以下になるように薄型化され、
互いに隣接する前記液晶表示パネル基板が前記アレイ基板と前記カラーフィルタ基板とが
反転するように配置され、かつ、
薄型化された前記額縁領域がオーバーラップするように配置されることを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項２】
　前記液晶表示パネルにおいて他の液晶表示パネルと隣接する２辺の頂点が対角線上に配
置された液晶表示パネルと接触しないように切り欠きされることを特徴とする請求項１に
記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記液晶表示パネルの観察者側の主表面に低反射処理をすることを特徴とする請求項１
または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記液晶表示パネルの観察者側の主表面に鏡面加工されたことを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイを用いた液晶表示装置に関し、特に複数の液晶表示パネル
を配列して大型の液晶表示装置を構成する際に、液晶表示パネル間に存在する非表示領域
の面積をできる限り減少させることが可能な液晶表示装置である。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ等の画像を表示するための液晶表示装置は、従来から幅広い分野や機
器において利用されている。最近では、屋外やスポーツスタジアム等に大型スクリーンや
電光掲示板が設置されている。このような大型の表示装置は、１枚の液晶表示パネルで製
造することが難しく、通常は複数の液晶表示パネルを隣接するように配列することで１つ
の液晶表示装置として構成される。
【０００３】
　しかしながら、複数の液晶表示パネルで１つの画像を表示した場合に問題点も発生する
。液晶ディスプレイには、画像を表示するための表示領域の外側に画像を表示しない額縁
領域が存在する。額縁領域にはバックライトからの光が漏れないようにブラックマトリク
ス層が形成されている。このため、額縁領域は黒い線状の非表示部として観察者に認識さ
れてしまう。通常の液晶ディスプレイでは、この部分に表示装置の額縁が配置されるため
、黒い線状部が使用者に視認されることはない。しかしながら、複数の液晶表示パネルが
隣接して配置されるような大型ディスプレイの場合、隣接する液晶表示パネルの継目の額
縁領域が表示画像上に存在することになり、画像の表示品質や連続性が低下する。
【０００４】
　そこで、従来技術のなかには、複数の液晶表示パネルが配列された表示装置の表示面側
に、額縁領域に対応する位置に凸状のレンズが形成された光学シートを配置する技術があ
った（例えば、特許文献１。）。この技術を用いれば、凸状のレンズによる光の屈折を利
用し、表示領域の画像を額縁領域に対応する領域まで拡大して表示することが可能になり
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、観察者は額縁領域の黒い線状部を視認しにくくなるとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－１９５４５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来技術は単に液晶表示パネルを並列させて配列しているだけで額縁領
域の幅を減少させているわけではなく、根本的な解決方法にはならない。このように額縁
領域の幅が広いままでは、厚みのある光学シートを配置するか液晶表示パネルと光学シー
トの間にスペースを設けなければならず、結果として装置の大型化につながってしまう。
このため、額縁領域を細くする技術が求められているが、額縁領域は液晶ディスプレイに
とって必須の構成であるため、これ以上の細線化は難しい。
【０００７】
　本発明の目的は、液晶表示パネル間に存在する非表示領域の幅が狭くなるように構成さ
れ、画面品質が向上した表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る液晶表示装置は、カラーフィルタ基板とアレイ基板との間に液晶層を挟持
した液晶表示パネルを複数配列するように構成される。各液晶表示パネルは、画像を表示
する表示領域と、この表示領域の外側に配置された画像を表示しない額縁領域とを有して
いる。そして、少なくとも隣接する液晶表示パネルが存在する額縁領域が液晶表示パネル
全体の厚みの２分の１以下になるように薄型化されており、互いに隣接する液晶表示パネ
ル基板がアレイ基板とカラーフィルタ基板とが反転するように配置され、かつ、薄型化さ
れた額縁領域がオーバーラップするように配置されている。
【０００９】
　この構成において、薄型化されたことによって額縁領域に生じたスペースにアレイ基板
とカラーフィルタ基板とが反転された液晶表示パネルの額縁領域を配列させると、隣接す
る液晶表示パネルの額縁領域同士をオーバーラップさせることが可能になる。オーバーラ
ップさせることにより、観察者から視認される黒い線状の非表示領域の幅が減少し、表示
品質の高い液晶表示装置を提供することができる。
【００１０】
　また、他の液晶表示パネルと隣接する２辺の頂点が対角線上に配置された液晶表示パネ
ルと接触しないように切り欠きされることが好ましい。液晶表示パネルをマトリクス状に
配列させた際に、対角線上に配置された液晶表示パネルの頂点同士が重なり合ってしまう
。このため、対角線上の頂点と接触しないように切り欠きをすることで液晶表示パネル同
士の重なり合いが解消されるため、効率的な配列が可能になる。
【００１１】
　また、液晶表示パネルの観察者側の主表面に低反射処理をすることが好ましい。本発明
では、カラーフィルタ基板とアレイ基板を反転させて画像を表示させている。画像を表示
している際は、ほとんど問題はないが、画面消灯時のパネルの反射の違いにより外観に差
異が生じて、意匠性が損なわれる可能性がある。そのため、液晶表示パネルの主表面を粗
面化する等の低反射処理を行うことにより、消灯時の外観の差異を解消することが可能に
なる。
【００１２】
　また、消灯時の外観の差異を解消する別の手段として、液晶表示パネルの主表面を鏡面
加工することも好ましい。鏡面加工を行うことで、消灯時には、液晶表示パネルの全面が
鏡面化されているため、意匠性が高くなる。また、マジックミラーの効果を与えるコーテ
ィングを行えば、画面を点灯した際に表示に悪影響を与えるおそれもない。
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【発明の効果】
【００１３】
　この発明によれば、液晶表示パネルを複数配列させた際に、隣接するパネル間に生じる
画像を表示しない非表示領域の幅を効果的に減少させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の概略側面図である。
【図３】額縁領域の薄型化処理の工程を示す図である。
【図４】エッチングにより薄型化された隣接面の概略側面図である。
【図５】本発明の別の実施形態に係る液晶表示装置を示す図である。
【図６】本発明の別の実施形態に係る液晶表示装置を示す図である。
【図７】本発明の別の実施形態に係る液晶表示装置を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１および図２を用いて、本発明の一実施形態について説明する。図１は、液晶表示パ
ネルを２つ配列した液晶表示装置１０を示す図である。液晶表示装置１０は、第１の液晶
表示パネル１２１および第２の液晶表示パネル１２２を備えている。第１の液晶表示パネ
ル１２１と第２の液晶表示装置１２２は、それぞれのパネルの１辺がオーバーラップする
ように配列されている。また、第１の液晶パネル１２１および第２の液晶パネル１２２は
、実質的に同一の構成であり、以下の説明においては第１の液晶表示パネル１２１につい
てのみ説明するが、特に記載のない限り、第２の液晶表示パネル１２２についても同様で
ある。
【００１６】
　第１の液晶表示パネル１２１は、第１の表示領域１８１と第１の額縁領域２０１を有し
ている。第１の表示領域１８１は、画像を表示するための領域であり、第１の表示領域１
８１のみで画像を表示することも可能であるが、第２の液晶表示パネルの第２の表示領域
１８２とともに、１つの画像を表示することも可能である。第１の額縁領域２０１は、第
１の表示領域１８１の外側に存在する画像を表示しない領域である。
【００１７】
　第１の液晶表示パネル１２１は、第１のカラーフィルタ基板１４１および第１のアレイ
基板１６１を備えており、第１のカラーフィルタ基板１４１と第１のアレイ基板１６１で
液晶層（図示省略）を挟持するように構成されている。第１のカラーフィルタ基板１４１
および第１のアレイ基板１６１は、フラットパネルディスプレイ用のガラス基板が用いら
れている。第１のカラーフィルタ基板１４１は、第１の表示領域１８１に対応する領域に
、公知の手段でカラーフィルタ層が形成される。また、第１の額縁領域２０１に対応する
領域には、第１のブラックマトリクス層２２１が形成されている。観察者が画面を見た際
には、このブラックマトリクス層が額縁領域の黒い線状の非表示部として認識される。第
1のアレイ基板１６１は、第１の表示領域１８１に対応する領域に薄膜トランジスタ層（
図示省略）や透明電極（図示省略）が形成され、第１の額縁領域２０１に対応する領域に
は、駆動用電極等が形成されている。
【００１８】
　本実施形態では、第１の液晶表示パネル１２１と第２の液晶表示パネル１２２を配列さ
せた際に、第２の液晶表表示パネル１２２が反転して、配列される。つまり、第１の液晶
表示パネル１２１では第１のカラーフィルタ基板１４１が観察者側に配置され、第２の表
示パネル１２２では第２のアレイ基板１６２が観察者側に配置されることになる。このよ
うに配列すると、観察者が画像を見る際にカラーフィルタ基板側に表示された画像とアレ
イ基板側に表示された画像が混在することになるが、バックライトからの光はカラーフィ
ルタ基板もアレイ基板も同様に通過するため、第１の表示領域１８１と第２の表示領域１
８２の表示品質に差はない。
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【００１９】
　ここから、図２を用いて第１の液晶表示パネル１２１と第２の表示パネル１２２の隣接
面について説明する。図２は、第１の液晶表示パネル１２１と第２の液晶表示パネル１２
２の隣接面の概略側面図である。本実施形態では、第１の液晶表示パネル１２１と第２の
液晶表示パネル１２２の隣接面において、第１の額縁領域２０１と第２の額縁領域２０２
がそれぞれの液晶表示パネルの厚みの半分以下まで薄型化されている。そして、薄型化さ
れたことによって生じた第１の額縁領域２０１の段差部に反転させた第２の液晶表示パネ
ル１２２の第２の額縁領域２０１がオーバーラップするように配置される。
【００２０】
　このように配列することにより、観察者に黒い線状部として認識される額縁領域中の第
１のブラックマトリクス層２２１と第２のブラックマトリクス層２２２もオーバーラップ
して配置される。このため、第１の液晶表示パネル１２１と第２の液晶表示パネル１２２
を隣接させた場合と比較して、観察者に認識される額縁領域の黒い線状部の面積が半分に
なり、表示品質も向上する。
【００２１】
　また、額縁領域を薄型化する場合は、アレイ基板の額縁領域を薄型化することが好まし
い。アレイ基板は、ＣＯＧ（チップオングラス）方式により基板上に直接応力を加えてＩ
Ｃチップを実装する製造工程が存在するため、カラーフィルタ基板と比較して厚い基板が
用いられている。このため、アレイ基板の方が薄型化の余地が大きくなるので、アレイ基
板を薄型化する方が好ましい。しかし、本発明はこれに限定されず、カラーフィルタ基板
を薄型化することも可能である。
【００２２】
　ここから図３および図４を用いて、額縁領域の薄型化の方法について説明する。額縁領
域の薄型化を行うためには、フッ酸を用いたエッチングによって薄型化を行うことが好ま
しい。エッチングを行うことで複雑な形状であっても薄型化が可能になる。
【００２３】
　最初に、図３（Ａ）に示すように液晶表示パネル１２の主表面に少なくとも耐酸性を有
する保護層を形成する。本実施形態では、保護層として耐酸性フィルム２４が用いられて
いるが、紫外線硬化型の耐酸性レジストやホットメルト剤を用いることも可能である。ま
た、保護層形成前に液晶表示パネル１２を所望の厚さまで薄型化を行った後に、保護層を
形成しても構わない。さらに、本実施形態ではカラーフィルタ基板１４とアレイ基板１６
の主表面に耐酸性フィルム２４を形成しているが、カラーフィルタ基板の主表面に保護層
を形成せずに、アレイ基板の額縁領域の薄型化とカラーフィルタ基板の薄型化を同時に行
ってもよい。
【００２４】
　液晶表示パネル１２の主表面上に被膜された耐酸性フィルム２４は、図３（Ｂ）に示す
レーザ装置２６によってパターニングされる。アレイ基板１６の額縁領域２０において、
他の液晶表示パネルと隣接する領域に形成された耐酸性フィルム２４を除去して、エッチ
ングすべき領域を露出させる。本実施形態では、ピコレーザを用いてパターニングしてい
るが、他のレーザ装置を用いることも可能である。また、保護層のパターニングはレーザ
装置に限定されず、紫外線露光装置等でパターニングを行うことも可能である。
【００２５】
　エッチングすべき領域を露出させた液晶表示パネル１２は、少なくともフッ酸を含むエ
ッチング液と接触させることで薄型化される。エッチングにより額縁領域２０が所望の厚
さまで薄型化されると、液晶表示パネル１２を洗浄して耐酸性フィルム２４を除去する。
また、エッチングの際に液晶表示パネルの厚みの２分の１以上薄型化すると、画像の表示
位置をそろえることが可能になる。つまり、画像が映し出される第１のカラーフィルタ基
板１４１と第２のアレイ基板１６２が面一になるように配置することができるため、表示
品質が向上する。さらに、エッチングを用いて薄型化を行うことで、図４に示すように、
アレイ基板の角部も丸みをおびた形状になるため、配列時に液晶表示パネル同士が接触し
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たとしても、液晶表示パネルが欠けるおそれも少ない。
【００２６】
　ここで、図５を用いて本発明の別の実施形態について説明する。液晶表示装置１００は
、第１の液晶表示パネル１２１、第２の液晶表示パネル１２２、第３の液晶表示パネル１
２３および第４の液晶表示パネル１２４を備えており、それぞれの液晶表示パネルが縦横
２つずつのマトリクス状に配列されている。このように１つの液晶表示パネルにおいて、
隣接する２辺が別の液晶表示パネルと隣接するように配置された液晶表示装置１００の場
合、対角線上に配置された液晶表示パネルの頂点同士が接触してしまう。本実施形態では
、頂点部２８において、各液晶表示パネルの頂点が接触してしまうため、液晶表示パネル
の配列前に各液晶表示パネルの頂点を対角線上に配置された液晶表示パネルに接触しない
ように切り欠きをする必要がある。切り欠きの方法としては、公知のスクライブ装置、エ
ッチング処理またはその組合せによって行うことができる。
【００２７】
　また、カラーフィルタ基板とアレイ基板が表示面として混在する場合、消灯時に外光の
反射の違いにより液晶表示パネル毎の外観にバラツキが生じることがある。この場合、観
察者側の主表面に低反射処理を行うことで、外観の差を抑えることが可能になる。低反射
処理の一例として、主表面に粗面化処理を行うことが挙げられる。液晶表示装置の観察者
側の主表面の算術平均粗さ（Ｒａ）を５０ｎｍから１．３μｍに設定することで画面消灯
時の外光の反射を拡散できて、外観の差を解消することが可能になる。算術平均荒さが５
０ｎｍ未満になると反射効果が得られず、1．３μｍより大きくなると画像表示に影響を
及ぼしてしまう。液晶表示パネルを粗面化処理する方法としては、ブラスト処理やエッチ
ング処理またはそれらを組合せた方法が挙げられる。
【００２８】
　さらに、上述のパターニング加工にて所望の模様や文字等の形状をパターニングした後
に、粗面化処理を行うこともできる。この場合、画面消灯時にパターニングした模様や文
字が視認可能になるため、意匠性がさらに向上する。このような粗面化処理を行う場合、
画面点灯時にパターニングが視認されないようフッ酸を用いたエッチング処理にて粗面化
することが好ましい。消灯時のみ視認可能に粗面化処理を行うためには、算術平均荒さを
５０ｎｍから１２０ｎｍに調節することが好ましい。算術平均荒さが１２０ｎｍより大き
くなると、画面点灯時にパターニングが視認されるおそれがある。
【００２９】
　消灯時の見た目を解消する別の手段として、観察者側の主表面を鏡面加工することが挙
げられる。鏡面加工としては、液晶表示パネルの主表面にマジックミラー効果を与えるコ
ーティングを施すことが好ましい。これにより、表示画面消灯時は液晶表示パネル前面が
鏡面かするため、意匠性が向上する。
【００３０】
　また、液晶表示パネルは、額縁領域に対応するカラーフィルタ基板を除去して、アレイ
基板上にＩＣチップが実装されていることが多い。特に、液晶表示パネルが大型化するほ
ど必要なＩＣチップの数が多くなるため、図６に示すように、額縁領域の２辺にわたって
ＩＣチップ３０が配置される場合がある。このようにＩＣチップ３０が実装された領域を
オーバーラップさせて配列させることは難しいため、４つ以上の液晶表示パネルがマトリ
クス状に配列される場合は、ＩＣチップを基板の外側に配置する方式を採用したり、配線
を工夫したりする必要がある。
【００３１】
　また、今回は液晶表示パネルを２つ配列した実施形態と４つ配列した実施形態を用いて
説明したが、本発明はこれに限定されない。所望の方向に所望の数の液晶表示パネルを配
列することも可能である。例えば、図７に示す液晶表示装置１００のように、短手方向に
３つの液晶表示パネルを配列することも可能である。
【００３２】
　上述の実施形態の説明は、すべての点で例示であって、制限的なものではないと考えら
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れるべきである。本発明の範囲は、上述の実施形態ではなく、特許請求の範囲によって示
される。さらに、本発明の範囲には、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべ
ての変更が含まれることが意図される。
【符号の説明】
【００３３】
　１０‐液晶表示装置
　１２‐液晶表示パネル
　１４‐カラーフィルタ基板
　１６‐アレイ基板
　１８‐表示領域
　２０‐額縁領域
　２２‐ブラックマトリクス層
　２４‐耐酸性フィルム
　２６‐レーザ装置
　２８‐頂点部
　３０‐ＩＣチップ

【図１】

【図２】

【図３】
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